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３－７－３  消火栓設置工 

受注者は、消火栓設置について、次の事項により施工しなければならない。 

(1) 設置前に弁体に損傷のないことを確認するとともに、弁の開閉方向（右周り開）を 

点検すること。 

(2) 口金と地表面との間隔が３０ｃｍを超えないよう、フランジ短管により調整する 

こと。 

(3) 設置完了時には、補修弁は「開」とし、消火栓は「閉」としておくこと。 

(4) 消火栓本体は、弁捧軸を鉄蓋の蝶番側になるように設置すること。 

(5) 消火栓筐及びレジンブロックの中心は、単口消火栓は口金と弁棒軸のほぼ中心に合 

わせて据付けること。単口消火栓以外の据付は監督員と協議すること。 

(6) 補修弁は、原則としてハンドルが民地側に位置するように設置すること。 

(7) 鉄蓋は、原則として蝶番の位置が車両進行方向に位置するよう設置すること。 

 

３－７－３  消火栓設置工 

受注者は、消火栓設置について、次の事項により施工しなければならない。 

(1) 設置前に弁体に損傷のないことを確認するとともに、弁の開閉方向（右周り開）を 

点検すること。 

(2) 口金と地表面との間隔は２０～３０ｃｍ程度となるよう補修弁やフランジ短管によ

り調整して施工すること。 

(3) 設置完了時には、補修弁は「開」とし、消火栓は「閉」としておくこと。 

(4) 消火栓本体は、弁捧軸を鉄蓋の蝶番側になるように設置すること。 

(5) 消火栓筐及びレジンブロックの中心は、単口消火栓は口金と弁棒軸のほぼ中心に合 

わせて据付けること。単口消火栓以外の据付は監督員と協議すること。 

(6) 補修弁は、原則としてハンドルが民地側に位置するように設置すること。 

(7) 鉄蓋は、原則として蝶番の位置が車両進行方向に位置するよう設置すること。 
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３－７－４  空気弁設置工 

空気弁設置工については、本節３－７－３ 消火栓設置工に準ずる。ただし、本体上部面

と地表面との間隔については、事前に監督員と協議し、フランジ短管により調整する。 

 

３－７－４  空気弁設置工 

空気弁設置工については、本体上部面と地表面との間隔が２０～３０ｃｍ程度となるよう

補修弁やフランジ短管により調整して施工すること。 
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（３）管種等表示記号 

 

 

（３）管種等表示記号 
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